
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年向き 

 

『あのときすきになったよ』                

請求記号：アカ 

さく／薫くみこ 

え／飯野和好 

教育画劇 1998年 
 

 １年２組のわたしの席の後 

ろには「しっこさん」がいる。 

おしっこもらしてばかりいる 

から「しっこさん」。はじめ 

は、けんかばっかりだったけど、一緒に笑って、

一緒に泣いていたら、少しずつ仲良しになって

いくわたしとしっこさん。 

二人の何気ないやりとりが生き生きと描かれ、

子どもたちが共感できる内容。１年生には、ぜひ

読んであげたい。 

『せみとりめいじん』                

請求記号：アカ・４８６ 

季節：夏 

作／かみやしん 

監修／奥本大三郎 

福音館書店 2001年 
 

 てっちゃんは、せみ採り名人 

のごんちゃんから、せみの採り 

方を教えてもらいます。まずは、せみ採り網を

作るところから。どんな木にせみがいて、どう

やったら上手に採れるのかな？ 

 最後のせみの鳴き声のところも読んであげてく

ださい。子どもたちと一緒に鳴き声を真似しても

楽しいでしょう。 
 

★：シリーズあり  ☀:大型絵本あり 

『おこだでませんように』                

請求記号：アカ 

季節：七夕 

作／くすのきしげのり 

絵／石井聖岳 

小学館 2008年 
 

 

学校でも家でも怒られ 

てばかりのぼく。本当は「ええ子やねえ」って

言ってもらいたい。だから、七夕の短冊に「お

こだでませんように」って書いたんだ。それを

見た先生やお母さんは・・・。 

大人がはっとさせられる絵本。大人が子どもに

読んであげることで、お話の持つメッセージがより

子どもたちに伝わる。 

 
 

『おふろだいすき』                

請求記号：アカ 

 

作／松岡享子 

絵／林明子 

福音館書店 1982年 
 

 

ぼく、おふろ大好き。 

今日もプッカとおふろに入っていたら、おふろ

の中から、カメやペンギン、オットセイ、カバ

にクジラまで現れて・・・。 
大型の絵本なので、安定して持てるようにしま

しょう。１ページの文章量が多いので、子どもたち

が集中できる環境で読んであげてください。４～

５歳くらいの子ども向き。 

 

『キャベツくん』          ★ 

請求記号：アカ 

文・絵／長新太 

文研出版 1980年 
 

キャベツくんは、ブタヤマ 

さんに会いました。お腹がす 

いているブタヤマさん。キャベ 

ツくんを食べちゃうぞ、なんて 

言いますが、「ぼくを食べるとキャベツになる

よ」とキャベツくん。じゃあ、ヘビがキャベツ

くんを食べたら？タヌキが食べたら？ 

 ページをめくると、キャベツになっているヘビや

タヌキの姿に「ブキャ！」と、ブタヤマさんと一緒

に驚いてください。 
 

☀ 

☀ 

http://www.kyouikugageki.co.jp/image.php?isbn=9784774604299&size=l
http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=798#book1
http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=441#book1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『まあちゃんのながいかみ』      ★ 

請求記号：アカ 

 

さく／たかどのほうこ 

福音館書店 1995年 
 

 

 おかっぱのまあちゃん。髪を伸ばすみたいで

すよ。どれくらいって？おさげをたらして魚を

釣ったり、髪の毛に家中の洗濯物が干せるくら

いですって！ 

 

 まあちゃんの豊かな想像がそのまま見事に描か

れている。ページをめくったら、しっかり絵を見せる

時間を作りましょう。 
 

『はのはのはなし』                

請求記号：アカ 

 

文／中西翠 

絵／山本孝 

アリス館 2014年 
 

 「歯が痛い！」こうたが、 

口の中をよくよく見てみると、 

歯に小さな葉っぱが生えています。もしかした

ら、おいしい実がなるかもしれない、と葉っぱ

を育て始めて・・・ 

  

葉っぱの生えた歯が抜けてしまい、庭に落下。

すると庭に、歯の形をしたおいしい実がなる。意

外性たっぷりの展開が子どもを惹きつける。 

 
 

『ひゃくえんだま』                

請求記号：アカ 

 

作／ねじめ正一 

絵／荒井良二 

鈴木出版 1994年 
 

100円玉をもらって、 

嬉しくてぎゅっと握ったま 

ま眠ったら、手のひらにくっついちゃった。や

っと取れたと思ったら、手のひらから 100円

玉がどんどんわいてきて、部屋中 100円玉で

いっぱいに！ 

 100 円玉をもらう絵が描かれたタイトルページ

から、お話は始まっています。2015 年に新装版

が出版されました。 

 

☀ 

『おまたせクッキー』               

請求記号：ミドリ 

 

さく／パット＝ハッチンス 

やく／乾侑美子 

偕成社 1987年 
 

 

お母さんがクッキーを１２個焼いてくれま

した。２人で分けっこして６個ずつ。そこへ「ピ

ンポーン」と、次々と友達がやってきて・・・ 
 「ピンポーン」とドアベルが鳴るたびに、次はど

うなるのかわくわくさせてくれる。最後に、おばあ

ちゃんがクッキーを持って来てくれるシーンでは、

誰もが１２人の子どもたちと同じようにほっと胸

をなでおろす。 
 

『にゃーご』               

請求記号：アカ 

 

作・絵／宮西達也 

鈴木出版 1997年 
 

 ３匹の子ねずみの前に、 

「にゃーご」と現れたのは、大 

きな大きなねこ。子ねずみたち 

は、ねこを怖がって逃げるかと思いきや「一緒

に桃を取りに行かない？」とねこを誘います。 

  

純粋な野ねずみたちの反応に戸惑いながら、

優しい一面を見せてくれるねこのたま。子ねずみ

とたまとのやりとりを楽しんで読みましょう。 

『とうめいにんげんのしょくじ』                

請求記号：アカ 

 

作／塚本やすし 

ポプラ社 2015年 
 

ぼくの隣で、透明人間が 

トンカツとキャベツとお味噌 

汁を食べている。どうやら透 

明人間はぼくにしか見えないみたい。透明人間

が食べたものは透明になるわけじゃないから、 

お腹の中が丸見えで・・・ 

 

 透明人間が身近にいたら？ご飯を食べたら？

子どもの想像力を育ててくれるお話。 

http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=632#book1
http://www.alicekan.com/books/9784752006688.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『くんちゃんのはじめてのがっこう』     ★ 

請求記号：ミドリ 

季節：新学期 
さく／ドロシー・マリノ 

やく／まさきるりこ 

ペンギン社 1982年 

 

もうすぐ１年生になるくま 

のくんちゃん。字を読んだり、 

計算したりできないと、先生 

に叱られてしまうかな？ 

学校がどんなところか気になったくんちゃん

は、こっそり学校へやってきます。 

不安をかかえた１年生を、そっと見守る１冊。新

１年生になる年長さんはもちろん、下級生を迎え

る側の子どもたちへもおすすめ。 

 

『かいじゅうたちのいるところ』                

請求記号：ミドリ 

 

さく／モーリス・センダック 

やく／じんぐうてるお 

冨山房 1975年 
 

 マックスは、おおかみの 

ぬいぐるみを着て大暴れ。お母さんに叱られて

しまいます。すると寝室ににょきりにょきりと

木が生えて、波が打ち寄せ、舟にのって、大航

海。マックスは、かいじゅうたちの王様になり

ます。 

 怪獣たちのダンスの場面は文章がありません

が、しっかり絵を見せる時間をとりましょう。 

『さかなはさかな』               

請求記号：ミドリ 

 

作／レオ＝レオニ 

訳／谷川俊太郎 

好学社 1975年 
 

 

さかなとおたまじゃくしは、大の仲良し。大

人になり、陸に上がって世の中を見てきたかえ

る。かえるの話から「鳥」「牝牛」「人間」がど

んな姿をしているのか、さかなは想像をふくら

ませます。 

 池の中の世界しか知らない魚が想像する鳥や

人間は、色鮮やかで美しくユーモラス。文章のな

いページもたっぷり見せてあげてください。 

 
 

『としょかんねずみ １』        ★ 

請求記号：ミドリ 

さく／ダニエル・カーク 

やく／わたなべてつた 

瑞雲舎 2012年 
 

 

ねずみのサムは、図書館に 

住んでいます。本を読むのが 

大好きなサムは「自分で本を書こう！」と思い

立ち、本を作り、図書館の本棚に置いておいた

ら、たちまち大人気に。 

 本を読む楽しさ、想像する楽しさを伝えてくれ

る絵本。文章の表記が、ひらがなとカタカナのみ

で、文章量も多いので、つかえないように下読み

は入念に。 

 

『どろんここぶた』                

請求記号：ミドリ 

 

作／アーノルド・ローベル 

訳／岸田衿子 

文化出版局 1971年 
 

 

大好きなどろんこをそうじ 

され、怒って家出したこぶた。町でどろんこを

見つけ、ずずずーっと入って大満足と思いき

や、それはセメントの中。動けなくなってしま

いました。 

 本のサイズは小さいが、１クラス程度までなら

読み聞かせ可能。ひとり読みへの橋渡しに最適。 
 

『ねえ、どれがいい？』                

請求記号：ミドリ 

 

さく／ジョン・バーニンガム 

やく／まつかわまゆみ 

評論社 1983年 
 

 

クモのシチュー、カタツムリのだんご、ムシ

のおかゆ、へびのジュース。ねえ、どれがいい？ 

子どもたちに、「ねえ、どれがいい？」と語り

かける絵本。 

 何を読もうか迷った時にはこれを。「ねえ、どれ

がいい？」と問いかけて、本の楽しさを一緒に味

わえる絵本。2010年に改訳新版が出ている。 
 

http://www.kogakusha.com/month/sakana/ri-sakana.htm
http://zuiunsya.com/wp-content/uploads/hyousi.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『じゅげむ』             ★ 

請求記号：チャ 

作／川端誠 

クレヨンハウス  1998年 
 

生まれた子にめでたい名前を 

いただこうと、和尚さんの所へ 

行きます。いい名前をたくさん 

教えてもらいますが、どれかひ 

とつに決められない。全部を名前にすることに

しますが、とっても長い名前になってしま

い・・・ 

 有名な落語「じゅげむ」の絵本版。登場人物の

会話で話が進んでいくので、話し手が変わる時に

少し間を置くとよい。無理に声色を変える必要は

ありません。 

 
 

『パンのかけらとちいさなあくま』                

請求記号：チャ 

再話／内田莉莎子 

画／堀内誠一 

福音館書店 1992年 
 

 貧しいきこりからパンを盗ん 

だ小さな悪魔。「なんてやつだ！ 

お詫びとして、きこりのために 

働いてこい」と大きな悪魔に叱 

られます。小さな悪魔は、きこりのために、沼

を麦畑にし、いじわるな地主に取られてしまっ

た麦を取り戻し、大活躍！ 

 小さな悪魔が知恵と力で地主をこらしめる場

面は爽快。起承転結がはっきりとしているので、お

話を聞くこと、読むことが苦手な子も楽しめる。 

 

『かえるをのんだととさん』                

請求記号：チャ 

再話／日野十成 

絵／斎藤隆夫 

福音館書店  2008年 
 

 お腹が痛くなったとと 

さん。お寺の和尚さんに 

相談すると、かえるを飲むと治るという。かえ

るを飲んで腹痛は治ったけれど、腹の中にかえ

るがいるのは気持ち悪い。和尚さんに相談する

と、次はへびを飲むといいという。次は雉を、

猟師を、ついには鬼まで飲んで・・・。 

 荒唐無稽で愉快な昔話。テンポ良く、あっけら

かんと読むとおかしみがでる。山へと帰る鬼が描

かれた裏表紙を最後にきちんと見せましょう。 

『パパ、お月さまとって！』      ☀         

請求記号：ギン 

さく／エリック＝カール 

やく／もりひさし 

偕成社  1986年 
 

 モニカは、お月さまと遊びた 

くて、パパにお願いしました。 

「パパ、お月さまとって！」 

そこでパパは、長い長いはしごを持って来て、

高い高い山に登って、お月さまをとってきてく

れました。 

 長いはしご、高い山、大きな月を表現するため

に、縦横にページが伸びていくしかけ絵本。文章

は少ないので、ゆったり読みながら、あわてずにペ

ージをめくってください。 
 

『ふゆめがっしょうだん』               

請求記号：471 

季節：冬 

写真／富成忠夫・茂木透 

文／長新太 

福音館書店  1990年 
 

冬の木の芽は動物や人間 

の顔のよう。いろんな表情 

をしています。 

  

短い詩のような言葉と、冬芽の表情がマッチし

た写真絵本。短い文章をゆっくりと読み、冬芽の

表情を見せてあげてください。読み聞かせに慣れ

てきたら、ぜひ挑戦してほしい１冊。 

『ペレのあたらしいふく』               

請求記号：ミドリ 

さく・え／エルサ・ベスコフ 

やく／おのでらゆりこ 

福音館書店 1976年 
 

 

ペレは羊を飼っています。 

羊の毛を刈って、新しい服を作ることにしまし

た。おばあさんに毛を紡いでもらい、お母さん

に布を織ってもらいます。もちろん、そのかわ

りにペレはお手伝いをします。 

 新しい服が１着出来上がるまでを丁寧に描くこ

とで、人々の暮しの温かさが伝わってくる。子ども

だけでは手に取りにくい絵本こそ、読み聞かせを

して大人が手渡したい。 

http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=518#book1
http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=541#book1
http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=252#book1
http://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=1099#book1
http://www.crayonhouse.co.jp/img/goods/L/9784906379804.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ちいさなメリーゴーランド』                

請求記号：ミドリ 

作／マーシャ・ブラウン 

訳／こみやゆう 

瑞雲舎  2015年 
 

 アンソニーは退屈でした。 

忙しい家族の邪魔はできない 

し、友達はみんな別のことを 

して遊んでいます。仕方なく一人でいたアンソ

ニーでしたが、外からにぎやかな音楽が聞こえ

てきました。メリーゴーランドがやってきたの

です！ 

派手さはなく淡々とした物語なので、聞き手の

集中力を上げるために読み手も淡々と読んでみ

ましょう。 

『はるとあき』               

請求記号：アカ 

作／斉藤倫 

作／うきまる 

絵／吉田尚令 

小学館  2019年 
 

 「ようし あきがくるまで 

がんばるぞ」。ある日、なつ 

の言葉を聞いてはるは思いました。（そういえ

ばわたしは あきにあったことがない）。はる

は、あきに手紙を書くことにしました。それか

ら、はるとあきの心温まる文通が始まります。 

 柔らかい絵で描かれる季節の美しさに、はると

あきの書く手紙の温かさが見事に調和して、読む

と心がいやされる絵本です。 

『チェクポ』              

請求記号：ミドリ 

ぶん／イ・チュニ 

え／キム・ドンソン 

やく／おおたけきよみ 

福音館書店  2019年 
 

小学生のオギは、クラス 

メイトのダヒが使う新品の赤いかばんがうら

やましくて仕方ありません。ダヒもいやみった

らしく、何度もオギに自慢してきます。怒った

オギはとうとうダヒとケンカになり・・・。 

 昔の貧しい韓国の暮らしがありありと描かれて

いると同時に、そこで暮らすオギの新しいモノをう

らやむ気持ちがよく伝わってきます。他国の文化

にも触れられる良い絵本です。 
 

『きをつけて、ブルーノ！』                

請求記号：ミドリ 

文／ホセ・カルロス・アンドレス 

絵／ホセ・フラゴソ 

訳／青山南 

光村教育図書  2022年 
 

 心配性のパパとママは、 

幼いブルーノが心配で心配でなりません。お出

かけする時は、何枚も服をブルーノに着せた

り、公園のベンチやすべり台はモップで磨いて

布団をしいたり。それに対しブルーノは「ほか

のこみたいにあそばせてよ！」と叫びます。 

子どもが心配で心配で仕方がない親と、それに

振り回される子どもをユーモラスに描いた絵本。 

 

『よるのあいだに・・・』                

請求記号：アカ 

文／ポリー・フェイバー 

絵／ハリエット・ホブデイ 

訳／中井はるの 

BL出版  2022年 
 

 子どもたちが眠る夜の間に、 

働く大人たちがいます。それは 

次の朝のために大切なこと。ビルの掃除や、パン

屋に小麦粉を届けてくれるトラック運転手。あま

り知られていない、夜の中を見てみませんか？ 

 夜に働く人たちを紹介するお仕事絵本。夜の

仕事が、朝にどうつながっているのかがテーマで

す。子どもたちにも、こんな仕事があると知っても

らえるチャンスです。 
 

『さるのせんせいとへびのかんごふさん』               

請求記号：アカ 

ぶん／穂高順也 

え／荒井良二 

ビリケン出版  1999年 
 

どうぶつむらに新しく病院 

ができました。診察してくれ 

るのは、さるのおいしゃさん 

と、へびのかんごふさんです。病院にやってく

るいろいろな動物たちを、2人は協力しながら

あの手この手で治していきます。 

病気の治し方がとってもユーモラス。へびのか

んごふさんが大活躍します。読んだら笑いが止ま

らない、小学生におすすめの絵本です。 


